
校長 安藤 晋哉

令和５年度も残すところあと一か月となりました。３年生は来週公立高校の一般入試があり，その翌週はい

よいよ卒業式を迎えることになります。もうすでに進路先を決めている生徒もいますし，これから公立入試本

番に向かって最後の頑張りを見せている人もいます。３年生全員が４月からの新たな生活に期待と希望に溢れ

る状況になるよう全職員でサポートしていきたいと思います。

さて，１年生は中学校に入学して一年間が過ぎようとしています。ものすごく早く感じた人もあれば，とて

も長く感じている人もいるかもしれません。４月からは重富中学校の中心的な役割を担う学年になります。頑

張って欲しいです。２年生にとっては，いよいよ最高学年となり，名実ともに学校を背負うことになります。

生徒会活動や部活動をはじめとして学校行事などで一人ひとりが光輝きながら活躍してくれることを期待しま

す。

ところで，この時期によく使われる言葉に「有終の美」という言葉があります。また，古くから言い伝えら

れている「立つ鳥あとを濁さず」とか「終わりよければすべてよし」という格言があります。これまでやって

きたことの集大成として最後をしっかり締めくくることの大切さや先を歩む者・先輩としての心構えなどを示

した教訓であると考えます。このようなことは我々日本に限ることではありません。遊牧民族であるモンゴル

民族の諺に「後に続く旅人のために泉を清く保て」というものがあるそうです。遊牧の民にとって泉（水）は

命を保つために重要なものです。自分たちだけではなく，後の人たちのことを考えることの大切さを教えてい

ます。私たちも次に使う人・次にそこで生活する人が気持ちよく過ごせるように最後をしっかり締めくくる生

活に努めていきましょう。

【トピック】 本県の新たな教育の動き（２つ） 南日本新聞（左：2/1６朝刊，右：2/1３朝刊抜粋）

教育改革が進展します。現在の２年生・１年生・新１年生に関係するものです。

詳しくは来年度，PTA総会でも説明します。

校訓「自主」「粘り」「礼儀」「規律」
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「後に続く旅人のために・・・・」


